
近年の豪雨を踏まえた 「中小河川の治水対策」 の推進 

 
 

 

降雨が長期間継続し、記録的な累加雨量を観測するとともに多数の河川が増水 
県下２箇所で記録的短時間大雨情報発表（数年に１度レベルの記録的な大雨を観測） 
県西部で県初の大雨特別警報発表（数十年に１度の重大な危機が差し迫る異常な状況） 

 ③ 経過 
 
7/2 21:48 大雨警報 発表(３市町) 
7/3 15:48 記録的短時間大雨情報 北川村付近 
7/4 15:23 大雨警報 解除 
7/5  1:48 大雨警報 発表(３市) 
   8:15 土砂災害警戒情報 発表（安芸市） 
7/6  0:00 安芸川 氾濫危険水位超過 
    0:10 夜須川 氾濫危険水位超過 
   3:10 伊尾木川 氾濫危険水位超過 
   6:00 物部川 氾濫危険水位超過 
7/7 11:49 記録的短時間大雨情報 香南市付近 
7/8 5:50 大雨特別警報 発表(６市町村) 
   7:00 松田川 氾濫危険水位超過 
   14:50 大雨特別警報 解除 
   17:35 土砂災害警戒情報 解除 
7/9  3:26 大雨警報 解除 

⑤安芸川水位と流域雨量 栃の木水位局（安芸市） 押谷雨量局（安芸市） 
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 ピーク水位   3.95m 
（氾濫危険水位 3.00m） 

■氾濫危険水位超過  
  安芸川、夜須川、物部川、伊尾木川、松田川 
  5河川5水位局 
 
●避難判断水位超過 
  香宗川、地蔵寺川、梼原川、四万十川、周防形川 
  5河川6水位局 
 
○氾濫注意水位超過 
  12河川14水位局 

危
険
度 

④河川出水状況 

②アメダス期間降水量（6月28日18時～7月8日24時）高知地方気象台「気象速報」 

本山町本山 
7月平年値（377㍉）の４倍以上
となる1694㍉の降雨を 
10日間で記録 

氾濫危険水位超過河川  

避難判断水位超過河川 

安芸川 

（課題1）温暖化に伴う豪雨の頻発・激甚化 

約１．４倍 

 
 

 
 

 
 

時間雨量50mmを超える短時間強雨の年間発生件数が30年前の１．４倍に増加 
近年の豪雨を踏まえ、中小河川の再検証を行う必要 

1976～1985 
平均 174回/年 

2008～2017 
平均 238回/年 

＜順位,都道府県名,地点,降水量(㍉)＞ 
1  高知県,魚梁瀬,1852.5 
2  高知県,本 山 ,1694.0 
3  高知県,繁 藤 ,1389.5 
4  徳島県,木頭,1365.5 
5  高知県,大 栃 ,1364.5 
6  高知県,鳥形山,1303.0 
7  岐阜県,ひるがの,1214.5 
8  岐阜県,長滝,1193.5 
9  高知県,池 川 ,1191.5 
10 岐阜県,関市板取,1161.0 

①総降水量（6月28日0時～7月8日24時） 
気象庁発表資料より 

馬路村魚梁瀬 
全国最多の1852.5㍉
の降雨を記録 

 ７月豪雨の概要  

7/8調査 水位痕跡+1.7m    （一時孤立） 

宿毛市宿毛 
３時間に263㍉ 
の降雨を記録 

安芸川の浸水状況（安芸市栃ノ木） 

夜須川の浸水状況（香南市夜須町上夜須） 

宿毛市街の浸水状況（内水被害） 

溢水による浸水被害が発生 
25棟が浸水 
21人が一時孤立（垂直避難） 

⑤ 

安芸市役所 

A 栃の木（浸水） 

B 僧津（堤防侵食） 

安芸川 



政策提言 

安芸川 尾川川 

 栃の木東地区 
（軒下3戸、床上19戸、 
床下3戸、非住家30戸） 

菊水酒造（株） 
（浸水） 

河床掘削 堤防の嵩上げ・補強 

合流部の見直し 

農業用取水堰の 
可動化 

近年の豪雨を踏まえた 「中小河川の治水対策」 の推進 

③ 

ハウスの倒壊 

② 

 
 

 

７月6日未明に溢水により浸水被害が発生。 
25棟が浸水し、21人が一時孤立する事態となったが、6日8時に消防隊等による救助が完了。 

家屋の全壊 

元の堤防高さ 

堤防の嵩上げ・補強 

被災水位 

① 

 
 

A 栃の木地区（浸水） 

局部的でも効果が大きい対策を集中的に実施 

   

① ② 
③ 

 ・近年の豪雨を踏まえ、改修済みの河川も含めて中小河川の再検証を行い、治水上ネックとなっている箇所を抽出。 
 ・局部的な堤防の嵩上げや強化、河床掘削など、限定的でも効果が大きい対策を、短期間で集中的に実施することが重要。 
 ・対策のための新たな事業の創設が必要。 

長寿命化対策 

地震津波対策（東日本大震災後） 

約４０% 

高知県の河川事業費の推移 

（課題3）現状の交付金の河川改修予算枠では、 
短期間に集中して対策ができない 

地震津波対策・長寿命化対策を同時並行で進めた 
結果、河川改修予算は10年前の４０％に減少 
       （局部的な対策への対応が困難） 

平均 
1,280百万円／年 平均 

530百万円／年 

（百万円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（課題2）被災した中小河川の局部的な改良を行う補助事業がない 
     局部的な改良を行う場合には交付金事業で対応せざるを得ない 

あり 

大 

なし（原形復旧） 

 
 

 
 

 
 

堤防侵食（7/6  11時） 応急復旧（7/9） 

７月6日4時に堤防侵食を確認。11時に堤防が全て侵食された。水位低下により越水は免れた。 
国交省から大型土のう、重機、照明車等の支援をいただき、日没までに仮堤防の設置を完了。 

安芸市市街地 
B 僧津地区（堤防の侵食） 

局部的な改良 

災害復旧 

交付金事業 
（全ての事業に対応可能） 

以下のいずれかに該当 
１．流出又は全壊家屋数50戸以上 
２．浸水家屋数2000戸以上 河川災害復旧等

関連緊急事業 

床上浸水対策 
特別緊急事業 

過去概ね10年間で１～３全てに該当 
１．延べ床上浸水家屋数50戸以上 
２．延べ浸水家屋数200戸以上 
３．床上浸水回数２回以上 

上流で災害復旧事業または 
改良復旧事業が採択 

新たな事業の創設が必要 

治水機能向上 

被
害 

小 

災害復旧 

局部的な 
改良 

局部的な堤防の嵩上げや強化、
河床掘削など限定的でも効果が
大きい対策を集中的に実施する
ことが重要 

河川激甚災害対策
特別緊急事業 
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